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　　　　　　分解度試験報告書

試料名　　0一エチルーO－P一二卜ロフェニルーフェニルチオノホ

　　　　　スホネート

　　　　　　（試料晦K－725）

分子式　　C14H14NO4PS

分子量　　323．3
構造式

　　　　　C　H　O　　　S
　　　　　　25＼β一・◎一N・2

　　　　　　　⑤

同　定　　赤外分光光度計　　（図一6参照）

性　状

　外　観　　淡黄色結晶

　　　　ゆ　融　点　　36　℃
　　　　ヰ　沸　点　　　100　℃／0．03鱈H9
　　　　さ　比　重　　1．260　（20　℃）
　　　　オ　純　度　　92　％以上

　　ネ試料提供先資料による

　溶解性　　対　水　　　37　ppm　（TOC計による）

　　　　　　対　クロロホルム、アセトン、ベンゼン　　　1％以上

試験期間　　昭和58年5月2日～昭和58年6月8日

試験方法及び条件

　環操業第5号灘∫9巽際鴛等による化学物質の分解度試験〉

3．　1　試験条件

（a）　生分解試験条件

　（1）　微生物源
　（2）　供試物質濃度

　（3）　試験液量

（4）　試験期間

（b〉

（C）

（d）

　　　　　　　　：　標準活性汚泥　30　p　pm

　　　　　　　　：　100　p　pm

　　　　　　　　：　300　威

　　　　　　　　：　28　日閻

試験装置

　閉鎖系酸素消費量測定装置　標準型

試料の採取

　供試物質を天秤で30解糖評し、各培養ビンに添加した。

BOD測定装置へのセット状況

ロ
　　　　　　　一

　　　　　　　　　状　　　況

　　　　試料は水に溶けす、
仕込時
　　　　底に沈んでいた。

途　中

培養ビンの

試料は水中に細かく分散していた。

「碁了避露識雛濃艶



3．2　直接定量分析

　（a）　使用分析機器及び条件

　　　高速渡体クロマトグラフ

　　　　型　式　　CBC組立て

　　　　カラム　　0．3π乙　×

　　　　固定相　　S　ho　d　ex

　　　　溶離液　　クロロホルム

　　　　検出器　　UV－V　I　S

　　　　波　長　　275　nm

8罎φ．ステンレス製

GPC　A801

（図一5参照）

（b）　分析試料の前処理

　　　　　　　　　　率300醜

　　　　　　　　　　　　　1←クロロホルム　90虜
　　　　　　　　　　　　　［
　　　　　　　　　　　　　・振とう

　　　　　　　　　　　　　・静置

・操作

←添加

1水　層 クロロホルム層

　　　　・ろ過

　　　・定容　100ご

　　　　　（クロロホルム）
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4．　試験結果

分解度（％） 付　図 付　表

畿素消費量による結果 3 図一1

LCによる結果 4 図一2 表一1

7日目のアニリンの分解度　75　％　（図一1参照）

以　上
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7日目のアニリン’の分解度　7女　　％


